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前日、問 を発壊させうる条件ができた ζ これか
である、というでそして、




































































































































































































































































(古川幸次郎・朝臼古典選・上 296頁)、 《孟子》繰文公下〈金谷治・間・上 207頁)0 
。((孟子》捺文公上(金谷・上 184頁)。
⑬ 轟良紀((控象山先生年譜(紹興24年甲成 16歳条)。
。 小野手fJ子〈顔元の学問論>( <<東方学報》京都第41蹄)を参照。顔元(1635-..， 1704)は、
i斉初の人
⑬ 梁啓超く新民説・第14節論生手1分手1>( ((新民叢報》第20号、 1902年1月14臼)0 なお、
“四体不動、五殻不分"は荷篠丈人の孔子批判の語(((論語》徴子、吉川・下 298頁)0 





巻 1984年中華書局 50頁)0 
(⑬ 薬元培く労動大学的意義及労大学生的責{壬一一一江湾国立労動大学講演>(孫、常建編《薬
元培先生全集))1968年台湾語務印書館 844真) 0 





日の条己く実現生活〉は《労働》第4号 0917年6月初日) 0 なお、 Ij、妻子{言額<五四時期
の理想主義>( ((東洋史研究》第38巻第2号〉参照。
窃 狭間直樹く jレソーと中国>( !&思想、》第 649号)、島田慶次・狭間痘樹<中留での兆民
( <C中江兆民全葉》岩波書岩月報2・18)0 
⑫ 森時彦イフランス勤工後学運動小史・上>( ((東方学報》京都、第日間 201頁)ヮ
華工との接触をここで強調したからといって、それ以前の禁の思想、と行動とを軽視しよう
とするものでないことは、言うまでもなl¥0 その一端は、再婚の相手をつのるのにあたっ
てのく五項択鶴条件>(局天度《察元培伝))1984年 人民出版社 9頁)にみえる徹悲し
た男女平等思想、にも反映されている。教育工会については《実社自由録)) 0917年7月〉
く介紹>織参照合
@ 日本の研究として、勤工検学運動では注⑫所掲森論文がすぐれている。新村運動につい
ては、中tl義弘〈五四時期における「新しき村j の試み>( ((北九州大学外国語学部紀
要》第40号)がある。
⑬ 薬元培ィ東西文化結合一一一在華盛頓喬治城大学演説詞>(高平叔編 f茶元培全集)第4
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